
  

障害者の雇用、職場定着に関して留意・工夫していること

障害者が従事する職種

企業概要

  

障害者雇用に関する考え方
(雇用に至るきっかけ等)

  �
  

障害者本人の就労状況

２．企業の概要及び事業内容
���・昭和53年4⽉設⽴
���・アルミナセラミック製品及び厚膜印刷基板の製造

�

・グレーズ製品（基板にうわぐすりを焼付けた製品）の
���炉積みや炉おろし作業

�

株式会社北陸セラミック

１．従業員数：計 72⼈ （常⽤�72⼈、�短時間・週20H〜30H未満�0⼈）
障害者数（常⽤） 種別：⾝体�1⼈（�0⼈）、�知的�1⼈（�1⼈)、�精神�0⼈
障害者数（短時間）種別：⾝体�0⼈（�0⼈）、�知的�0⼈（�0⼈)、�精神0⼈  （�）内は重度障害者数

�

富山県富山市流杉255

（富山県魚津市横枕143-3）

・⼤きい声でゆっくり話すことを基本として、特に⼤事な事を説明するときは必ず補聴器を装着
 しているかの確認をしている
・普段は、⼀般社員と同様に普通に接している
・⾮定常作業で、危険と⾒做す作業（聴覚に関係する）は担当から外している
・障害者との橋渡しになればと思い、事務担当者が障害者職業⽣活相談員の講習を受講

・法定雇⽤率を上回る雇⽤を図るため、担当して
 もらう作業を洗い出し、ハローワーク通じて、
 平成22年3⽉に2名を採⽤
����
��������
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・勤務態度は真⾯⽬で作業を熟知し、仕事が丁寧
�

障害者雇用好事例


